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幼児の報酬分配行動における平等・公平観 
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討している (e.g.,渡辺，1986a； 1986b； 1988； 1989a；


















当てて研究されている（ e.g., Sigelman & Waitzman, 
1991; McGillicuddy-DeLisi, Watkins & Vincher., 
1994;2006；  越中・前田，2004；越中・藤澤・新見・江
村・目久田・前田，2005；Thmson & Jones, 2005；Fraser, 
Kemp, & Keenan, 2007; Wong & Nunes, 2003）。例えば，
Sigelman & Waitzman（1991）は，発達段階が多くの研究


















































































するため，幼児の年齢（例えば，4 歳と 5 歳）は比較せ






















公平分配は総作業量 16 個課題を中心に議論される。 
 
方  法 
参加者  幼稚園の年長児 70 名のうち，教示の変更や手
続きの不備，最後まで課題を遂行しなかった参加者 9 名









Table 1 に実験課題について簡単に示す。 
報酬分配課題  2 名の登場人物がそれぞれ作業を行っ
た量（作業量）が描かれた vignette を呈示する。登場人




合（多条件）の 3 条件を各課題ごとに設定した。 
課題ごとに用いる総報酬量について，総作業量 12 個課
題の少条件では，4個（12-4 条件），等条件では 12 個（12-12
条件），多条件では 20 個（12-20 条件）の 3 条件を，総
作業量 16 個課題でも同様に，少条件では 8 個（16-8 条
件），等条件では 16 個（16-16 条件），多条件では 24 個
（16-24 条件）の 3 条件を用いる。“○-△条件”の○は
登場人物の総作業量を，△は総報酬量を示す。   
登場人物の作業量の比は全て 1 対 3 に設定し，総報酬
量もこの比で分けることができるように設定された。 1
人の参加者に 6 条件が実施された。 
比例課題  1 対 3 課題（練習課題）と 3 対 9 課題の 2
課題がある。課題は全て 1 対 3 の比に設定し，参加者が
比を理解しているかどうかを検討するために行われた。 
計数課題  25 枚のチップを数える課題である。 
 
Table 1 実験課題 
登場人物の総作業量 
報酬分配課題  
12 個  16 個  
少 4 個  8 個  
等（一対一対応可） 12 個  16 個  総報酬量 
多 20 個  24 個  
比例課題 1 対 3 3 対 9 




報酬分配課題  参加者 1 名につき vignette（約 39cm
×56cm，下地の色：黒） 3 枚を用いた。1 枚目は物語の
導入部分を呈示するために，2 枚目以降は 2 人の登場人
物の作業量が描かれた vignette（一方は 12 個課題の，
もう一方は 16 個課題の vignette）を用いた。また，登




比例課題 おはじき（直径約 1.5cm） 12 個を必要個数
用いた。箱の中へおはじきを入れるために，特別なスプ
ーン 2 本が作製された；直径約 3cm で太さ 0.4cm の受け








2.5cm，太さ 0.2cm） 25 枚を用いた。 
物語の内容 もうすぐ七夕の日なので，笹に飾る星を
























しアメがこんなにたくさんあったら，”と教示した。   
総作業量 16 個課題の手続きと，総作業量 12 個課題は
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同じであった。ただし，参加者に呈示した総作業量と総
報酬量は Table 1 に示すように異なっていた。 
 登場人物の左右の位置，作業量大小の左右の位置はす
べて異なる vignette を作成してカウンターバランスを





 報酬分配課題が全て終了した後で比例課題 2 課題が行








次に，3 対 9 課題を行った。手続きは上記と同様であっ




結 果 と 考 察 
（a）分配パターン  
全ての課題において，各参加者の反応を，過剰公平分




業量少の人物に対して，1 対 3 の比よりも多く分配する）
















対し，16-16 条件，16-24 条件では平等分配以外が約 50%
行われていた。視覚的一対一対応可能条件とそうでない
条件とを比較した結果，16-8 条件とそれ以外の 2 条件と
の 間 に 分 配パターンの違いが検出されたが（全て p
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（c）-2．分配パタ―ンが 3 カテゴリーの場合  総作業


























































いて各課題ごとに 2 つずつ比較された。 
総作業量 12 個課題では，全ての組み合わせに有意な巡方
略の条件差が見出された（ 12-4 条 件 ×12-12 条 件 ：















































































（ f）比例課題   
1 対 3 課題の正答者数は 53 人（87%）であり，3 対 9
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結  論 
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